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行動計画

職員が仕事と子育てを両立させることができ、すべての職員がその能力を十分に

発揮できるようにするため、次のように行動計画を策定する

１．計画期間 平成２８年１１月１５日～平成３３年１１月１４日までの ５ 年間

２．内容

＜対策＞

●平成２８年１１月～ 制度の周知や情報の提供法法及び相談体制・相談窓口の設置に

向けての検討開始

●平成２９年度～ 希望者を対象とした制度説明実施

●平成２９年度～ 相談窓口を設置し、職員に通知する

＜対策＞

●平成２８年１１月～ 制度に関する規定・パンフレットでの回覧により全職員へ通知

●平成２９年 ４ 月～ 希望者を対象とした制度説明の実施

目標１：妊娠中や出産後の女性労働者の健康確保について、労働者に対する制度の

通知や情報提供及び相談体制の整備の実施

目標２：育児・介護休業法に基づく育児休業等、雇用保険法に基づく育児休業給付、

労働基準法に基づく産前産後休業などの諸制度の周知



「働きやすい職場づくり委員会」は

平成２７年４月に子育て中の職員や、家族の介護を行う職員の雇用安定を目的とし、

活動するため設置しました。

仕事と家庭の両立、男性の育児参加を支援するため、またより働きやすく就労定着し

すべての職員が能力を十分に発揮できるようにするため、規則等の見直しや職場の風土

づくりなどに取り組んでいます。

まず、就業規則、育児介護規定の見直しを行いました。平成２７年度からは年次有給

休暇を半日単位から時間単位で取得できるようなりました。これは、時間単位導入するこ

とにより子の学校行事への参加や介護のための休暇を取りやすくするためです。

次に、始業時刻終業時刻の変更です。子育て中や介護中の職員に対して、育児介護規定

では、深夜業の制限で午後１０時から午前５時までの間は労働の制限があります。しかし

施設職員は夜勤、早出や遅出などの変則な勤務のため、この深夜業の制限だけでは、子育

てや介護している職員にとっては両立が難しくなってきます。

そこで、平成２８年度からは新たに始業、終業時刻の変更の規定を設けました。職員の

申し出により、子が小学校始期に達するまで、日勤業務８：４５～１７：００までのみの

勤務に変更できる規定です。これは、子育て中の職員のみならず、家族を介護する職員も

対象となります。日勤業務に変更することにより、仕事と家庭を両立でき、育児介護のた

めに離職することがなく雇用安定につなげるためです。

ただ、規則を見直しただけで利用できなかったら意味がありません。

利用しやすい環境の職場の風土が大切になってきます。

そこで、当委員会は全職員対象にアンケートを実施。内容は、職場環境についてなどを

聞きました。アンケート結果をもとに、よりよい職場環境づくりには職場で発生した問題

や悩みを上司、同僚と共有していくことや、職場での情報交換が大切であり、そのために

はまず職場間のコミニケーションが必要と考え「ボーリング大会」を開催しました。ボー

リング大会では「スタッフと楽しく話しすることができた」「他施設のスタッフと交流が持

つことができてよかった」などの感想をいただき、職場間でのコミニケーションの輪が一

層深まることができました。今後も職員のレクリエーションは定期的に続けて行こうと考

えています。

上記以外に育児介護規定では、年５日の子の看護休暇や介護休暇は有休とし法を上回る

規定となっています。

今後は介護する職員も安心しならが働ける職場、また近年では男性も育児参加や夫婦で

子育てをするという意識があります。夫婦で子育てをしながら安心し、生きがいを感じ働

きがいのある職場を目指していきたいと思っています。




